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愛知ターゲットの調和的達成のた
めの生物多様性可視化技術の開発 

京都大学農学研究科 北山兼弘 

H26～H28  

累積予算 53,255千円  



熱帯地域（ボルネオ）で 
進行する森林減少と劣化 

厳正な保護区 
伐採林（管理区） 



目的（持続的利用と保全） 

生物多様性リスク評価ツー
ル・キット開発 

生物多様性可視化技術の開
発 



研究1 

生物多様性リスク評価
ツール・キット開発 
（低コスト簡便法） 



伐
採
樹
種

収
穫
対
象
の
動
物

N
T

F
P

  RS1  –主要道の建設 1 2 1

  RS2  –仮設道路路の

建

設 2 3 1

  RS3  –  伐採 2 2 1

  RS4  –  丸太搬出 7 4 6

  RS5  –  NTFPの収穫 1 1 2

  RS6  –  現場でのインフラ建設（製材所など） 1 1 0

  RS7  –  管理理区

内

での製炭 0 0 0

  RS8  –  狩猟 1 7 1

  RS9  –  ⽕⽕事 4 3 4

  RS10  –農地の侵⼊⼊・

転

換 2 2 2

  RS11  –  違法伐採 0 0 0

  RS12  –  公共施設の建設 3 4 3

  RS13  –  ⽯⽯油

や

⽯⽯炭の

採

掘 0 0 0

環境リスク度評価表

ターゲット

哺
乳
類

鳥
類

爬
虫
類

両
生
類

植
物

1 2 1 2 1 1 1 2 3 1 2 2 3 2 1 2 1 1 2

2 10 10 3 2 2 10 5 10 3 8 4 7 1 2 3 5 3 8

1 2 10 2 2 2 10 10 10 3 4 3 3 1 2 2 3 1 3

4 10 4 5 3 4 10 10 10 8 8 8 8 5 7 7 7 5 10

0 10 1 1 1 1 1 1 10 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 10 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 8 10 5 3 3 7 10 5 1 5 5 4 1 0 0 0 1 0

3 4 4 4 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 3 3 4 3

1 2 2 2 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 3 2 3 2 2 3 5 6 5 4 3 7 5 6 4 4 3 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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ir

絶
滅
危
惧
種
に
重
要
な

ハ
ビ
タ
ッ
ト

自
然
生
態
系

非
有
用
樹
種

絶滅危惧種（HCV1）

生
態
学
的
に
高
い
価
値

を
も
つ
ハ
ビ
タ
ッ
ト

リスク総和（a） 22 28 21

潜在的なリスクの総和（b） 125 138 122

リスク度（a/b×100）（％） 17% 20% 18%

総合リスク度 24%

15 51 44 25 19 19 47 57 60 27 39 34 40 22 25 24 26 22 32

81 145 131 116 113 125 131 161 163 134 181 165 180 132 113 113 120 123 109

19% 35% 34% 22% 16% 16% 36% 36% 37% 20% 21% 20% 22% 17% 22% 21% 22% 18% 30%

4つのエクセル・シート質問票に答えると、

生物多様性のリスク度が表示 

環境価値 

ストレス要因 

リスク度 
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2016年10月6日 
東カリマンタン州25森林管理区の 

管理者に公開 

6 

生物多様性配慮への意識向上、リスク自己
診断、緩和策を通した持続的利用 



研究２ 

生物多様性可視化技術の開発
（中心テーマ） 



生物多様性指標 
原生林 
 
 
劣化林 
 

劣化林 
原生林 

生物多様性指標の地図 



1. 地上調査：50プロット 

3. 生物多様性指標を分光反射でモデル化→外挿 

原生林偏在種 

荒地偏在種 

劣化の進行 

生物多様性可視化の手順 

2. 生物多様性指標の計算：種の混合比（実際には多変量解析） 

各プロットの生物多様性指標 

生態系健全性・ハビ
タットの総合指標 



Ratah 

Tangkulap Segaliud 

Sapulut 

RodaMas Seroja 

Anap-Muput 
Deramakot 

マレーシア・サバ 

マレーシア・サラワク 

インドネシア・東カリマンタン 

８森林管理区パートナー 

（調査実行・マニュアル公開） FMU05 



Deramakot 
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Seroja  
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R2
adj=0.56 
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生物多様性指標 

高 

低 

Sapulut 

R2
adj =0.54 

生物多様性地図と推定精度 

（モデル1000回繰り返し） 



2014 2009 

生物多様性指標の時間変化（2009-2014） 

持続的管理区 

    0.21 (0.13-0.31) 
非持続的管理区 
   0.06 (CI: -0.02-0.14) 

 
0.33 (0.27 - 0.41) 
 
0.020 (-0.06-0.09) 

持続的 

非持続的 

持続的 

非持続的 

平均値 (95%信頼区間を算出する方法を考案) 

生物多様性指標 
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生物多様性指標の変化 
（生態系サービスが減少しないことの証明） 

平
均
生
物
多
様
性
指
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パイロット・サイト 
(炭素と生物多様性) 

FSC森林管理協議会 
生態系サービス森林認証（ForCES）への
応用 

生物多様性監査手順の検討 



生態系サービス森林認証の基準 
愛知ターゲット進捗の把握 

生物多様性を指標化し、地図として可視化し、 
時空間変化を定量化することに成功 

科学的意義と環境政策への貢献 


